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！

特
集 『白神の森の縄文文化展』 開催中！

白神山地世界遺産センター藤里館イベント情報

　白神山地世界遺産センター藤里館では、特別展示
「白神の森の縄文文化展」が開催中です（３月末ま
で）。
　この企画展は、冬期閉館中の町歴史民俗資料館の
収蔵品の活用や、町の歴史に興味をもつきっかけ作
りを目的として、白神山地世界遺産センター藤里館
様にもご協力をいただきながら、当教育委員会が毎
年開催しているものです。
　今回の展示は「縄文文化」がテーマ。会場には、町
内で発見された土器や石器、解説用パネルのほか、
秋田県立博物館から、今回の企画展のために特別に
貸し出していただいた貴重な資料も多数展示してい
ます。
　藤里町内には、現在までに1４箇所（県に登録済み
のもの）の縄文遺跡が見つかっていますが、登録が
済んでいないものも含めると、もっと沢山の遺跡があ
ると言われています。
　いつから藤里地方に人が暮らしはじめたか、はっき
りとは分かっていませんが、出土した土器や石器を調
べると、約５千年前の縄文時代中期には人々の生活
の場となっていたようです。

　白神山地のブナ林の誕生は、約８千年前といわれ
ていますから、豊かな森があるのを見つけた人々が、
移り住んで来たのかもしれません。
　現在、北東北と北海道の縄文遺跡群を世界遺産と
して登録しようという動きがあります。当町の遺跡は遺
産登録候補にはなっていませんが、白神の豊かな森
とともに生きた縄文時代の人々にも、ぜひ思いをはせ
てみてください。
　白神の森の縄文文化展は、３月２９日まで開催して
います。たくさんの方のご来場お待ちしています！

【白神の森の縄文文化展】
期間：2/24（月）～3/29（日）まで
場所：白神山地世界遺産センター藤里館
その他：入館無料　火曜日休館　
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今
回
は
、
新
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ナ
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。
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周
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縄
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催
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す
。
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第
一
回
　『
山
人
と
水
無
沼
』～

　昔
、
山
に
は
山
人
（
や
ま
び
と
）

と
い
う
も
の
が
住
ん
で
い
た
そ
う

だ
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　山
人
は
、
太
く
て
大
き
な
木
を
、

た
っ
た
一
人
で
倒
し
て
軽
々
と

運
ん
だ
り
、
一
日
に
一
升
も
の

飯
を
た
い
ら
げ
た
り
、と
に
か
く
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通
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い
う
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　そ
の
昔
、
水
無
に
は
今
の
よ
う

な
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は
無
く
、
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が
一
本
流
れ

て
い
る
だ
け
だ
っ
た
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が
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、
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や
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も
っ
と
沢
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れ
る
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に
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る
」と
思
い
立
っ
た
。

　そ
こ
で
山
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、
一
人
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を

次
々
と
倒
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て
運
び
、
沢
を
せ
き

と
め
、た
っ
た
一
晩
で
大
き
な
溜

池
を
完
成
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

 

　

 
 

村
の
人
々
は
勿
論
喜
ん
だ
が
、

こ
の
こ
と
が
方
々
に
広
ま
り
、
役
人

の
耳
に
も
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　殿
様
の
山
の
木
を
勝
手
に
切
り

倒
し
、
沢
を
せ
き
止
め
る
な
ど
と
ん

で
も
な
い
と
言
う
こ
と
で
、こ
の
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人
は
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人
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
っ

た
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　当
然
、
山
人
は
何
ら
か
の
刑
に

処
さ
れ
る
と
思
わ
れ
た
が
、
よ
く

よ
く
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情
を
聞
け
ば
、
私
利
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欲

の
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め
に
し
た
こ
と
で
は
な
く
、そ
の

土
地
に
暮
ら
す
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の
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っ
て
し
た
こ
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だ
と
言
う
。

　そ
の
た
め
、
山
人
は
罪
を
許
さ
れ
、

無
事
放
免
さ
れ
た
と
の
こ
と
。 

 

　そ
の
後
、
村
の
人
々

は
開
墾
に
励
み
、
村

に
は
た
く
さ
ん
の
田

畑
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。 

 

～第3回 文化財の種類について②～

コ
ラ
ム

郷土史探求
～　第３回 矢坂地区～

　
　前回は有形、無形、そして民俗文化財について説
明しました。今回は、文化財保護法の中で分類されて
いる、その他の文化財について説明します。
　「記念物」は、遺跡や貴重な動植物、素晴らしい風
景などが対象となります。「天然記念物」という言葉を
聞いたことのある人も多いのではないでしょうか？
　ちなみに、藤里町では大沢のケヤキや、田中のイ
チョウなどがこの「記念物」に当たります。
　「文化的景観」は、その地域に生きてきた人々の生

　
活あるいは生業と地域の風土によって形成
された景勝地で、岩手県遠野市の牧場や、
山形県の最上川沿いで、船運で栄えた町
などの景観があります。
　「伝統的建造物群」は、周りの環境と一体
になって歴史的な味わいを形作っている伝
統的な建造物群を言います。
　秋田県内では、角館の武家屋敷などがこ
れに当たります。
　やや駆け足での紹介になりましたが、皆さ
んもぜひいろいろな文化財を見て、その土
地に暮らしてきた人々の歴史や思いを感じ
てみてください。

新
訳

　矢坂地区から二ツ井まで伸びる「岩堰」という用
水路があります。
　この岩堰、なんと今から約４００年前、江戸時代
初期に作られた、とても古い歴史のある水路なの
です。
　この水路を作ったのは、初代藩主・佐竹義宣の
側近であった武将「梅津政景」。
　政景は藤琴などの代官を務めた人物で、藩内
の鉱山開発や新田開発にも功績のあった人物で
す。
　

　江戸時代の初期、現在の二ツ井町は水の便が
悪く、農業に適さない土地でしたが、この岩堰を
整備して藤琴川からの農業用水を確保できたこと
で、耕作面積が大幅に増え、たくさんの人が生活
できるようになりました。
　一方で、藤琴川は増水のたびに川筋が変わり、
岩堰の維持・修繕には多大な労力を要したことが、
旧矢坂村の肝煎家に残されていた「夏井文書」等
にも記されています。
　この岩堰は、文化財としての指定等は受けてい
ませんが、４００年間、その土地に暮らす人々の生
活を支え続けているという事実は、どんな肩書より
も誇れる、素晴らしい歴史だと思います。


